
5 28 水

第42回

フェムゾーンの治療なども

増えてきています。

今、美容医療を
受ける側が知っておくべきこと

眼瞼下垂、フェイスラインのたるみ、シミ ……更年期・ポスト更年期

の女性にとって＜見た目のケア＞は高い関心事のひとつです。

レーザーやボトックスなど＜切らない施術＞により、受ける側の心

理的ハードルも下がってきました。新しい施術の増加と共に、市場

規模も拡大傾向にある一方で、トラブルも問題になってきていま

す。施術の安全性は？　受ける時に注意すべきことは？　医療施

設の選び方は？　美容医療の黎明期から体験を伴う取材を重

ね、安全性と効果の検証をしている海野由利子先生に、＜受ける

側＞から見た美容医療最前線をレクチャーしていただきます。

うみの・ゆりこ●40年近くメディアで美容と医
療の取材執筆を続け、現在では皮膚科、形
成外科、美容外科、婦人科、予防医療、漢方
など幅広い分野で、健康とアンチエイジング
の情報を発信している。日本抗加齢医学学
会正会員、一般社団法人日本美容医療総合
学会（JISAM)理事、厚労省「美容医療の適
切な実施に関する検討会」構成委員。

海野由利子先生
（美容・医療ジャーナリスト）

2025年5月28日（水）19:30〜21:00
オンライン参加のみ

オンライン参加  2,000円（銀行振込）

 ５０名（申込順）

（どなたでもご参加いただけます）

メノポーズカウンセラー認定得点  0.25点

このページはテンプレートです

必ずこのファイルをコピー  したスライ
ドを編集してください。テンプレート
ファイルを編集すると元に戻せなくな
る可能性があります。

（新）

● 次回は、7月25日（水）開催を 
　予定しています。


